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＜連絡事項＞
・なし
＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～窪田Drより11/13分の点滴処方、吸引指示あり。また、固形物の摂取難しい為ハーフ食とし、ミキサー、エプリッチに変更となっている。服薬出来なければ経過観察の指示いただいている。
・大澤　廣子様～後日義歯を持参予定。持参後、義歯の調整目的にて歯科受診予約。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～時間隔離中。やや眼光の鋭さあるが、対面時穏やかで妄想言動も聞かれていない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。奇声あげることあるが他者トラブルはない。水分は定期的に補給しており、過度な飲水は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。深夜帯体温37.3℃。10時36.6℃。痰絡みあり酸素飽和度93％。吸引施行し酸素飽和度97％。朝食は牛乳1パックのみ、昼食は2/3摂取。全身振戦あり姿勢保持困難。呂律不良さ見られている。排泄はオムツ内にしており、売店で買っていく事となっている。引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに感染対策を徹底し、早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
・神田　直樹様～終日隔離中。タオルや新聞を渡すとカメラにかけて見えなくしてしまう事あり。整容は一時開放し見守りにて行っている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常無し。食事自力で1/2～全量摂取。特に訴え無く経過。
・工藤　悦子様～食事は自力で1/3～1/2摂取。幻聴の訴え無いが夫様に幻聴があると訴え聞かれている。精神症状観察していく。
・上神田　實様～午前中断続的に唸り声あげている。対面時穏やか。午後より傾眠見られている。バイタルサイン異常無し。痰絡み無く酸素飽和度の低下無し。
・立花　圭様～スタッフや特定の患者名を挙げ悪口を言われていると訴え頻回に聞かれている。10:20落ち着かない時ロラゼパム（0.5）2T+リスペリドン内用液（1）1P服薬する。時間を置いて謝りに来ること出来ている。
・泉山　紀子様～9:25全身緊張、レベル低下、尿失禁見られている。3分後追視・発語あり、意識レベルクリア。その後飲水要求頻回にあり落ち着かない様子あり。痙攣発作時の血液検査施行している。
・嶋守　敏雄～右手第2指末端に黄色に変色あり。主治医へ報告お願いします。
・飯田　修子様～右膝の水疱の発赤拡大している。感染兆候みられている。
